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 要 旨   
 日本人では、NADH 脱水素酵素 subunit-2 237 Leu/Met（ND2-237 Leu/Met）多型の減

少が長寿に関係があると報告されている。ND2-237Met 遺伝子型は心筋梗塞や脳血管障害

などのアテローム生成疾患耐性に影響を与える可能性がある。ND2-237 Leu/Met 遺伝子多

型が血漿中の脂質濃度の年次変化と相関があるかどうかを調べるため、筆者らは 107 名の

健康な日本人男性で縦断研究を行った。共分散分析により、ND2-237 Leu/Met 遺伝子型と

習慣的な飲酒との間の相互作用が血漿中の総コレステロールとLDLコレステロールの年次

変化と有意に相関があることが明らかになった（それぞれ p=0.036、p=0.0006）。重回帰分

析では、ND2-237Met の男性で血漿の LDL コレステロール年次変化と有意な正の相関が見

られた（p=0.026）。共変量で調整後、血漿の LDL コレステロール濃度の年次変化が

ND2-237Leu の非飲酒者より、ND2-237Met の非飲酒者において有意に低いことがわかっ

た（p=0.047）。以上の結果より、日常的な飲酒者ではなく、非日常的飲酒者において

ND2-237Metが血漿のLDLコレステロール濃度の年次変化に有益な影響を与えることが示

唆された。 
 
 
 

 




